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理事 神野秀基 

 

Oregon PEは更新時にCPD organizational formの提出が必要です。 

 2011年のThe Oregon Administrative Rules BOARD OF EXAMINERS FOR ENGINEERING 

AND LAND SURVEY 820-010-0635が更新されました。「Every registrant will report their PDH 

units on the Continuing Professional Development (CPD) Organizational form and submit 

to the Board office with the renewal form and fee. 」  と書かれており、更新時CPD 

Organizational formの提出を求められますので、事前に準備を行ってください。  

FORM は https://www.oregon.gov/osbeels/maintaining/Pages/Renew-a-License.aspx

からダウンロード出来ます。  

 

 
 

Auditの場合の更新手順が変わりました。 6月更新のPEは2月ごろAuditの通知受領後、CPDの記録を

提出していましたが、最近は5月に提出したCPDフォームに対して証明書を翌年の2月ごろに提出を求められ

ます。 既にJSPE magazine 2011年7月号、10月号及び2012年1月号でPE registration renewal

の記事を掲載してきましたので参照ください。  

 

最近の6月更新のauditの手続きの流れ 

 

 

今回はOREGON 820-010-0635 Continuing Professional Developmentの2004年版と2011

年7月版を比較してPE更新時の注意事項を最近の動向から調べました。  
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1.CPD organizational formの提出  

2011年版で（1）要求事項で各登録者はCPD organized formを提出しなければならい。一方

2004年版では提出の記載はなく、PDH30時間を2年間で取得する事を要求しているのみである。 従って、

登録者は更新時にCPD organizational form提出をしなければならないので準備が必要である。 

 

2. Supporting documentation  

CPDの証明書はボードから求められたときに提出しなければならない。 この記載は2004年版と2011年版

で変わりはない。 従って、登録者は更新時にCPD organizational formのみを提出すれば良い。  

 

3. CPDとして認められない活動  

2011年版の変更の大きな特徴はPDHとしてカウントできない活動を明記したことである。 その活動は以下

である  

(a) 通常の職業;  

(b) 不動産免許コース  

(c) 個人不動産もしくは資産運用  

(d) 個人の啓蒙  

(e) 社会奉仕クラブの会合もしくは活動  

(f) 装置の運転デモもしくは商業目的の展示  

(g) 技術、測量もしくは写真測量に関係のないテーマ  

(h) コースやセミナーには出席しない参加（見学や展示会の参加等と思われる）  

(i) 同じコースへの再参加  

(j) 同じ授業でのくり返しの講義  

(k) あらゆるのビジネス会議や委員会会議  

(l) 専門もしくは要求される試験の受験  

この中で注意しなければならない項目としては展示会などの見学は認められないので、展示会に付属している

セミナーやコースを受けなければならない。 又、あらゆるビジネス会議や委員会会議も認められないが(5)章で

は専門技術分野の委員会や団体に積極的な参加は最大2年間で8 PDH ユニットを認められている。従って、

Attending committee meetings or general business meetings of any organization;は認め

られないがActive participation in professional or technical society,は最大2年間で8 PDH ユニッ

トを認められている。ここでAttendingとActive participationの区別を明確にしなければならない。  

 

4. CPDとして認められる活動  

2004年版から追加となったのは  

(b) インターネットやTV及びビデオでのショートコース、チュートリアルの単位取得  

(c) セミナーや社内教育コース研究発表会、専門の展示会の積極的参加  

専門技術分野の委員会や団体に積極的な参加は最大2年間で8 PDH ユニット と2004年版の2ユニット

から増加されている。 


